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中
井
竹
山
•
履
軒
兄
弟
は
儒
医
中
井
梵
庵
を
父
と
し
、
そ
の
命

に
よ
り
、
父
執
五
井
蘭
洲
に
師
と
し
事
え
た
。
世
々
脇
坂
侯
に
仕

え
、
播
州
龍
野
に
住
し
て
い
た
中
井
家
は
、
梵
庵
の
父
の
代
に
は

じ
め
て
浪
華
に
出
た
が
、
な
お
故
郷
と
の
往
復
が
た
え
な
か
っ

た
。
甍
庵
は
浪
華
で
三
宅
石
庵
に
従
学
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
地

の
高
名
な
朱
子
学
者
五
井
持
軒
の
一
子
蘭
洲
と
莫
逆
の
交
わ
り
を

結
ん
だ
。
甍
庵
ら
石
庵
門
下
の
努
力
で
懐
徳
書
院
が
創
設
さ
れ
、

師
石
庵
は
学
主
に
推
さ
れ
た
が
、
学
識
超
絶
の
蘭
洲
も
助
教
と
し

て
迎
え
ら
れ
、
江
戸
か
ら
津
軽
に
下
っ
た
一
時
期
を
除
い
て
、
生

涯
、
書
院
で
子
弟
の
薫
育
に
尽
痒
し
た
。
甍
庵
は
竹
•
履
二
子
の

教
溝
を
、
こ
の
親
友
に
委
ね
、
蘭
洲
も
ま
た
よ
く
驚
庵
の
期
待
に

懐

ー

竹

山

の

古

体

四

言

詩

|

_

徳

懐

徳

風

雅

風

雅

応
え
、
二
子
を
し
て
後
年
の
大
を
成
さ
し
め
た
。
蘭
洲
、
簑
を
易

え
る
に
あ
た
り
、
竹
山
は
選
ば
れ
て
祭
文
と
そ
の
碑
銘
を
撰
し
、

履
軒
が
書
築
に
奄
を
揮
っ
た
の
も
、
故
な
し
と
し
な
い
。

生
涯
、
兄
を
立
て
燻
籐
相
和
す
仲
の
竹
•
履
兄
弟
で
は
あ
っ
た

が
、
竹
山
が
縦
横
の
オ
幹
を
、
経
解
の
ほ
か
歴
史
、
経
済
、
詩
文

と
多
方
面
に
発
揮
す
れ
ば
、
履
軒
は
篤
実
の
資
質
を
経
義
、
名

物
、
韻
学
に
沈
潜
さ
せ
る
と
い
っ
た
具
合
に
、
お
の
ず
と
そ
の
領

域
は
異
な
っ
て
い
た
。
詩
に
対
す
る
好
尚
も
き
わ
め
て
対
照
的

で
、
兄
竹
山
が
若
く
よ
り
攻
学
の
余
、
近
体
を
中
心
に
各
種
の
詩

作
を
試
み
、
と
り
わ
け
近
体
詩
の
声
律
研
究
書
を
編
ん
で
、
後
進

の
詩
作
に
資
し
た
の
に
ひ
き
か
え
、
弟
履
軒
は
ほ
と
ん
ど
近
体
は

作
ら
ず
、
終
始
、
古
風
を
愛
す
る
旨
言
明
し
、
お
の
れ
ひ
と
り
の

た
め
の
古
韻
の
心
覚
え
書
を
ま
と
め
備
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
竹
山

水

田

紀
一
六

久



懐

徳

風

雅

の
集
『
莫
陰
集
』
が
、
の
部
で
も
上
は
『
詩
経
』
に
擬
え
た
四

言
詩
か
ら
、
五
七
言
古
、
近
体
律
絶
は
も
と
よ
り
、
詩
余
に
い
た

る
ま
で
各
体
を
網
羅
す
る
多
彩
な
内
容
な
の
に
較
べ
、
履
軒
の
集

は
な
ん
と
古
体
詩
賦
の
み
の
作
で
、
名
も
『
履
軒
古
風
』
と
題
さ

れ
て
い
て
、
両
書
の
詩
趣
は
著
し
く
異
な
る
。

伯
叔
の
詩
作
態
度
に
、
右
の
よ
う
な
際
立
っ
た
相
違
が
見
ら
れ

る
の
は
、
天
性
の
オ
華
と
は
別
に
、
互
譲
互
敬
裡
に
そ
れ
ぞ
れ
が

抵
触
角
逐
を
生
ぜ
ぬ
場
で
、
お
の
お
の
わ
が
志
を
舒
べ
よ
う
と

の
、
両
者
相
譲
ら
ざ
る
競
争
意
識
の
現
れ
と
も
受
け
取
れ
る
。
竹

山
が
近
体
詩
を
蒐
集
分
類
し
て
編
ん
だ
作
詩
参
考
書
『
詩
律
兆
』

に
、
「
一
旦
幡
然
以
自
奮
、
靴
出
二
唐
氏
以
還
之
集
f

参
伍
錯
綜
、

悦
が
有
レ
得
也
」
云
々
と
序
し
た
の
は
、
而
立
前
一
歳
の
宝
暦
八

年
（
一
芸
八
）
―
―
一
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
取
捨
推
敲
を
重
ね
、
そ

れ
よ
り
一
紀
を
経
た
四
十
一
歳
の
明
和
七
年
（
一
菩
0
)

四
月
に

は
、
同
書
凡
例
に
「
初
稿
成
1

1

乎
夙
齢
f

作
靱
靡
レ
常
、
頗
歴
―
―
年

所
こ
と
識
し
て
い
る
。

丁
度
そ
の
頃
、
二
歳
年
少
の
履
軒
も
、
す
で
に
吾
が
好
む
と
こ

ろ
に
従
い
、
古
韻
相
応
の
用
例
集
『
諧
韻
瑚
漣
』
を
撰
び
了
え

て
、
右
の
一
年
前
明
和
六
年
（
一
七
究
）
八
月
に
は
、
「
夫
古
之
韻

也
簡
易
、
本
無
1

一
音
学
f

則
無
1

一
韻
書
f

出
レ
ロ
成
レ
音
、
音
相
応

成
レ
韻
、
如
レ
斯
而
已
突
」
と
序
を
冠
せ
た
。
つ
づ
い
て
明
和
七
年

一七

一
月
に
は
、
自
家
用
に
備
え
た
古
韻
集
『
履
軒
古
韻
』
に
、
自
ら

「
履
軒
幽
人
、
不
レ
為
―
―
近
体
詩
f

而
愛
1

一
古
風
f

故
其
用
レ
韻
、
毎

循
―
―
古
韻
f

是
録
也
、
乃
其
自
用
者
、
曰
、
是
吾
所
レ
独
也
、
不
t
i

敢
以
強
勺
人
焉
、
故
命
レ
之
、
曰
＝
履
軒
古
韻
1

云
」
と
、
簡
明
直
裁

な
序
文
を
掲
げ
た
。
兄
竹
山
の
『
詩
律
兆
』
凡
例
に
先
立
つ
こ
と

三
か
月
の
撰
文
で
あ
る
。
お
な
じ
く
、
「
履
軒
臨
人
、
喜
誦
―
―
古

風
詩
賦
f

時
而
出
レ
之
者
、
此
篇
是
也
」
で
は
じ
ま
る
『
履
軒
古

風
』
自
序
と
も
併
せ
読
ん
で
、
そ
こ
に
近
体
詩
の
声
律
研
究
を
精

力
的
に
継
続
し
て
き
た
兄
竹
山
と
は
お
よ
そ
対
罪
的
な
、
お
の
れ

の
別
の
行
き
方
を
は
っ
き
り
意
識
し
た
揚
言
が
な
さ
れ
て
い
る
の

を
見
る
。
み
ず
か
ら
を
「
履
軒
幽
人
」
と
三
人
称
で
呼
称
す
る
心

理
に
は
、
や
は
り
そ
れ
相
応
の
屈
折
を
読
み
取
っ
て
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
そ
れ
は
ま
た
、
「
二
つ
の
生
」
の
或
る
形
で
も
あ
ろ

ぅ
こ
と
さ
ら
に
古
風
を
一
枚
看
板
に
し
た
履
軒
と
異
な
り
、
竹
山

は
近
体
を
主
と
し
つ
つ
も
、
各
体
往
く
と
し
て
可
な
ら
ざ
る
は
な

い
オ
気
換
発
ぶ
り
で
、
到
底
儒
家
の
業
余
と
は
思
わ
れ
ぬ
熱
の
入

れ
よ
う
で
あ
っ
た
。
当
地
の
詩
社
混
沌
社
の
連
中
と
も
、
常
連
並

み
に
交
遊
唱
酬
し
て
い
る
。
弟
処
叔
履
軒
に
対
し
て
も
、
家
事
の



慶
弔
を
含
め
て
し
ば
し
ば
五
七
言
古
近
体
詩
を
贈
り
、
時
に
は
履

軒
の
賦
し
た
作
品
に
共
嗚
す
る
意
を
寓
し
た
古
体
四
言
詩
ま
で
試

み
て
い
る
。
流
布
本
の
『
奨
陰
集
』
は
詩
体
別
逐
年
順
に
編
ま

れ
、
開
巻
ま
ず
こ
れ
ら
古
体
か
ら
は
じ
ま
る
。
そ
れ
は
『
詩
経
』

の
風
雅
頌
に
擬
え
た
四
言
詩
で
、
同
書
巻
尾
に
収
め
ら
れ
た
詩
余

と
と
も
に
、
作
者
の
並
々
な
ら
ぬ
詩
オ
の
ほ
ど
を
物
語
る
。
本
稿

で
は
履
軒
の
賦
を
嘉
し
た
作
を
ふ
く
め
、
巻
頭
に
排
列
の
擬
古
四

言
詩
を
一
瞥
し
、
ま
ず
は
『
霙
陰
集
』
の
読
初
め
と
し
た
い
。

竹
山
一
代
の
詩
文
集
は
、
そ
の
在
所
に
因
み
、
淀
川
の
南
を
意

味
す
る
『
奨
陰
集
』
と
名
付
け
ら
れ
た
。
淀
．
澱
・
奨
は
去
声
十

七
霰
韻
に
属
し
、
音
義
ま
た
相
通
じ
る
。
幕
末
ま
で
版
本
の
上
梓

を
見
な
か
っ
た
が
、
明
治
四
十
四
年
（
一
空
一
）
十
月
、
西
村
天
囚

や
中
井
天
生
等
の
努
力
で
叢
書
懐
徳
堂
遣
書
十
五
冊
中
の
五
冊

（
詩
部
一
ー
四
巻
二
冊
、
磯
野
惟
秋
校
、
文
部
五
ー
九
巻
付
録
一
―
―

冊
、
木
崎
孝
校
）
に
翻
刻
さ
れ
、
こ
れ
が
現
在
唯
一
の
活
版
本
で

あ
る
。
底
本
そ
の
他
書
誌
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
と
同
じ

詩
体
別
制
作
年
順
編
集
の
写
本
は
、
龍
野
文
庫
、
国
会
図
書
館
、

内
閣
文
庫
、
静
嘉
堂
文
庫
、
筑
波
大
学
な
ど
に
も
蔵
さ
れ
て
お

り
、
当
時
、
校
訂
者
の
手
近
か
に
も
便
宜
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
の
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
に

は
、
こ
の
よ
う
な
形
に
整
理
編
集
さ
れ
る
以
前
の
初
稿
本
と
も
い

懐

徳

風

雅

う
べ
き
、
詩
文
各
々
た
だ
制
作
年
代
順
に
書
き
溜
め
た
だ
け
の
竹

山
手
稿
本
二
十
冊
（
詩
部
八
冊
、
文
部
十
二
冊
、
二
峡
）
が
あ

り
、
貴
重
図
書
懐
徳
堂
文
庫
中
で
も
懐
徳
堂
遺
書
と
し
て
、
樟
香

充
満
す
る
ロ
ッ
カ
ー
に
収
納
別
置
さ
れ
、
と
り
わ
け
鄭
重
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
源
を
同
じ
う
す
る
両
者
と
て
、
同
じ
名

称
が
冠
せ
ら
れ
る
の
も
当
然
な
が
ら
、
そ
の
紛
ら
わ
し
さ
を
さ
け

る
た
め
、
懐
徳
堂
遺
書
の
名
を
よ
け
て
、
前
者
を
叢
書
活
版
本
、

後
者
を
竹
山
手
稿
本
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
単
に
『
霙
陰

書
』
の
巻
名
を
称
す
る
時
は
、
流
布
写
本
、
叢
書
活
版
本
を
通

じ
、
詩
体
別
に
再
編
さ
れ
た
も
の
の
そ
れ
を
指
す
。

『
莫
陰
集
』
に
は
、
作
者
最
晩
年
の
作
ま
で
収
録
さ
れ
て
い
る

が
、
安
永
二
年
（
一
七
芸
―
-
）
秋
、
三
十
四
歳
の
竹
山
は
、
そ
れ
ま
で

書
き
溜
め
た
作
品
か
ら
抜
粋
し
て
、
別
に
詩
体
別
の
抄
本
を
選

び
、
『
莫
陰
略
稿
』
と
題
し
た
。
そ
の
自
序
に
言
う
。
「
居
士
既

不
下
以
11

詩
人
一
自
処
5

故
不
レ
専
レ
カ
、
不
1

一
務
多
f

而
歳
年
之
積
稿

成
1

一
数
巻
一
但
輯
録
減
裂
、
塗
抹
狼
籍
、
是
以
毎
有
―
―
請
者
一
靴

書
―
-
―
二
1

以
警
責
、
漸
戸
耐
―
―
其
煩
―
也
、
会
秋
雨
漁
レ
暑
、
夜

色
関
然
、
於
レ
是
乎
図

w氷
逸
1

一
於
一
労
f

灯
下
抄
取
者
数
多
、
勒

成
翫
一
巻
f

以
備
―
―
将
来
逐
臭
之
需
f

亦
出
―
―
於
忍
睡
支
倦
之
余

略
一
也
、
非
レ
選
也
」
。
し
た
が
っ
て
竹
山
の
詩
は
、
『
莫
陰
略
稿
』

で
ま
ず
安
永
二
年
ま
で
の
作
が
、
詩
体
別
の
詩
集
と
し
て
自
選
自

一
八



懐

徳

風

雅

編
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
本
書
は
懐
徳
堂
文
庫
蔵
竹
山
手
稿
本
は

じ
め
写
本
も
伝
わ
る
が
、
ほ
か
に
中
西
忠
蔵
の
拙
修
斎
叢
書
木
活

字
本
で
も
出
版
さ
れ
た
。

『
莫
陰
集
』
巻
頭
の
古
体
四
言
詩
は
、
題
・
小
序
・
詩
句
・
詩

形
と
も
具
わ
る
も
の
八
編
、
詩
題
の
み
存
し
序
そ
の
他
を
欠
く
も

の
一
編
を
か
ぞ
え
る
。
惜
し
む
ら
く
は
、
現
在
唯
一
の
翻
刻
で
あ

る
叢
書
活
版
本
は
、
権
威
者
の
校
訂
に
し
て
は
古
体
の
部
が
著
し

く
不
完
全
で
、
わ
ず
か
三
編
が
何
と
か
収
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。
こ
れ
は
底
本
の
所
為
で
も
あ
ろ
う
が
、
次
に
便
宜
、
こ
れ

ら
詩
題
と
序
お
よ
び
詩
形
を
、
収
載
順
に
番
号
を
付
し
て
掲
げ

る。
擬
風
井
小
序

1
、
揖
水
、
津
人
寿
二
播
人
之
父
八
十
一
也
、

四
章
章
四
句

2
、
炭
箕
、
詩
闘

3
、
冬
日
、
津
人
贈
―
―
其
弟
1

也
、
津
人
読
1

一
其
弟
幽
情
賦
f

而
作
1

一
是
詩
f

三
章
章
四
句

4
、
鞠
之
華
、
津
人
寿
―
―
田
翁
一
也
、

三
章
章
四
句

5
、
阿
郊
、
津
人
腹
甫
賀
1

一
阿
人
君
章
父
母
六
十
双
寿
一
也
、

一九

五
章
章
四
句

擬
小
雅
井
序

6
、
洛
之
水
、
贈
1

面
爺
巴
也
、
津
人
疫
甫
送
下
其
友
尊
甫
自
二
浪

華
云
炉
居
子
洛
邑
5

嘉
1

一
其
得
レ
所
、
而
欲
孟
塑
其

進
徳
修
業
f

以
1

一
儀
刑
前
賢
f

故
作
1

一
是
詩
一
也
、

九
章
六
章
章
六
句
三
章
章
七
句

7
、
龍
之
山
、
津
人
慶
甫
寿
1

一
其
従
兄
播
人
任
甫
―
也
、
伝
云
、

慶
甫
津
人
、
而
幼
時
従
レ
父
、
膜
適
レ
播
、
与
二
任

霞
為
―
―
竹
馬
漁
釣
之
遊
f

故
詩
中
自
述
、
如
-

1

播

人
一
云
、

八
章
章
六
句

擬
大
雅
井
小
序

8
、
賀
隣
、
津
人
疫
甫
贈
―
―
備
人
達
甫
一
也
、
芸
侯
以
―
―
賀
隋
―

予
達
甫
祖
f

祖
墾
闘
レ
之
、
作
え
呂
於
其
地
f

世

脩
真
璽
以
致
―
―
殷
盛
f

達
甫
好
レ
文
、
請
1

一
長
人

弥
叔
f

以
記
二
祖
功
f

復
徴
ー
一
詩
子
四
方
f

以
歌
味

焉
、
疫
甫
按
1

一
其
記
f

為
作
二
是
詩
f

九
章
三
章
章
十
二
句
五
章
章
十
句
一

擬
頌
9
、
疫
長
、
寿
―
―
土
佐
侯
藤
公
四
十
一
也
、

七
章
一
章
十
二
句
一
章
十
句
五
章
章
八
句

句



こ
れ
ら
『
莫
陰
集
』
の
古
体
九
絹
（
内
一
編
は
題
の
み
で
詩
を

欠
く
こ
と
、
先
述
）
の
う
ち
、

1
揖
水
、

3
冬
日
、
4
鞠
之
華
、

6
洛
之
水
、

8
賀
隣
の
五
編
は
『
羹
陰
略
稿
』
巻
頭
に
抄
出
再
編

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
本
書
の
成
っ
た
安
永
二
年
秋
ま
で
の
作
と
判

る。

5
阿
郊
、

7
龍
之
山
、

9
慶
長
は
自
選
に
漏
れ
た
の
で
は
な

く
、
明
ら
か
に
そ
れ
以
後
の
作
で
あ
る
こ
と
は
、
後
に
述
べ
る
。

以
下
、
各
編
、
順
を
逐
っ
て
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
み
よ
う
。

1
、
揖
水

小
序
に
よ
れ
ば
、
「
津
人
」
つ
ま
り
摂
津
在
の
作
者
が
、
同
郷

播
磨
出
身
某
の
父
親
の
八
十
歳
を
こ
と
ほ
い
だ
作
と
あ
る
。
こ
の

播
州
人
が
誰
で
あ
る
か
、
具
体
的
に
つ
き
と
め
得
な
い
。
あ
る
い

は
仮
空
の
作
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
他
の
古
風
が
い
ず
れ
も

実
在
人
物
に
宛
て
た
作
で
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
、
本
編
も
そ
の
よ
う

に
推
せ
ら
れ
る
。
揖
水
が
播
州
龍
野
を
流
れ
る
揖
保
川
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
揖
水
堤
々
」
の
割
注
に
「
揖
水
在
レ
播
」

と
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
播
州
人
は
「
父
母
倶
存
」
で
、
嬰
錬
た

る
父
君
頌
寿
の
宴
も
一
段
と
塵
ば
し
い
。
「
香
魚
依
レ
躍
」
と
い

ま
ず
、
国
風
に
擬
え
た
作
が
五
編
（
内
一
編
、
詩
題
の
み
）
あ

る。

懐

徳

風

雅

い
「
有
レ
鱒
有
レ
鯉
」
と
詠
う
の
も
揖
保
川
の
由
縁
で
、
か
つ
佳
肴

饒
裡
の
寿
宴
を
紡
彿
た
ら
し
め
る
。
本
編
は
『
莫
陰
略
稿
』
所
収

の
ほ
か
、
懐
徳
堂
文
庫
竹
山
手
稿
本
『
莫
陰
集
』
文
部
巻
之
六
に

見
出
だ
せ
る
。
そ
の
排
列
位
置
は
、
「
西
征
詩
稿
序
」
（
己
丑
正

月
）
と
「
仁
斎
東
涯
二
先
生
書
後
」
（
明
和
己
丑
二
月
某
日
）
に

挟
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
明
和
六
年
（
一
七
究
）
春
、
竹
山
四
十
歳
の

作
と
推
定
で
き
る
。

2
、
燦
箕

詩
題
の
み
あ
っ
て
、
そ
の
作
を
欠
く
。
龍
野
藩
儒
小
西
瀧
斎
家

の
伝
来
か
と
思
わ
れ
る
小
西
文
庫
旧
蔵
、
龍
野
文
庫
本
は
、
巻
頭

「
莫
陰
集
総
目
」
に
「
古
体
九
編
」
と
あ
る
が
、
実
は
ま
ず
7

「
龍
之
山
」
を
欠
き
、
こ
の
「
嵌
箕
」
は
詩
題
の
み
在
っ
て
詩
編

を
欠
い
て
い
る
。
国
会
図
書
館
本
に
は
、
こ
の
詩
題
の
右
下
に
、

小
さ
く
「
詩
闘
」
と
あ
る
。
あ
る
い
は
、
か
の
詩
三
百
十
一
編
、

う
ち
そ
の
作
を
欠
く
も
の
六
編
に
擬
え
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。
尤

も
、
こ
れ
ら
「
南
該
」
以
下
欠
詩
六
編
は
い
ず
れ
も
小
雅
の
詩

で
、
国
風
で
は
な
い
が
、
擬
古
の
作
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
趣

向
も
肯
わ
れ
な
く
は
な
い
。
媒
山
と
い
い
箕
山
と
い
い
、
名
山
あ

る
い
は
節
士
所
緑
の
山
と
て
、
必
ず
や
清
節
の
士
に
贈
る
意
図
を

寓
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

案
外
、
こ
の
編
は
北
摂
の
名
勝
箕
面
山
で
観
楓
行
を
と
も
に
し

二
0



懐

徳

風

雅

た
池
田
の
荒
木
蘭
泉
・
李
硲
父
子
あ
た
り
に
贈
ら
れ
る
ほ
ず
、
と

の
類
推
も
、
あ
な
が
ち
無
稽
で
は
あ
る
ま
い
。
『
莫
陰
集
』
巻
之

ニ
に
は
辛
巳
（
宝
暦
十
一
年
、
一
芙
一
）
早
春
、
荒
木
伯
遷
（
李

硲
・
商
山
）
歳
暮
詩
に
酬
い
た
七
律
が
あ
り
、
頸
尾
を
「
応
レ
咲

阪
府
文
明
寂
、
酷
憶
呉
江
酒
味
香
、
報
告
二
月
花
開
日
、
莫
北
箕

南
遊
欲
レ
狂
」
と
詠
じ
て
い
る
。
ま
た
「
与
1

一
伯
遷
一
箕
山
賞
楓
、

却
寄
1

一
蘭
泉
f

此
日
蘭
泉
有
レ
約
而
不
レ
果
」
と
題
し
た
五
律
に
つ

い
で
、
蘭
泉
の
病
気
を
見
舞
っ
た
作
や
そ
の
挽
詩
も
あ
る
。
一

方
、
巻
之
三
所
収
、
明
和
三
年
（
一
主
会
）
頃
の
七
絶
「
呉
里
途
中

先
束
―
―
蘭
泉
こ
に
は
、
「
竹
嗚
松
丘
断
復
連
、
藍
輿
坐
愛
午
晴
天
、

箕
山
十
月
霜
楓
候
、
況
又
逢
迎
地
主
賢
」
と
あ
り
、
制
作
順
排
列

の
竹
山
手
稿
本
『
霙
陰
集
』
詩
部
巻
之
二
で
は
、
こ
の
七
絶
の
あ

と
に
す
ぐ
さ
き
の
五
律
が
見
え
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
二
首
は
同

時
の
作
と
判
る
。

ち
な
み
に
、
蘭
泉
は
懐
徳
堂
創
建
五
同
志
の
一
人
道
明
寺
屋
富

永
芳
春
の
子
で
、
富
永
仲
基
と
は
同
母
弟
の
間
が
ら
で
あ
る
が
、

池
田
の
鍮
屋
荒
木
氏
を
嗣
ぎ
、
父
中
井
甍
庵
や
五
井
蘭
洲
に
師
事

し
た
竹
山
と
は
、
い
わ
ば
同
門
の
先
翡
に
当
た
る
。
竹
山
に
長
ず

る
こ
と
十
―
―
―
歳
で
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
十
一
月
六
日
、
五
十
一

歳
で
歿
し
て
い
る
。
ま
た
男
李
硲
は
、
竹
山
よ
り
少
き
こ
と
六
歳

で
、
上
述
の
ご
と
く
、
と
も
に
き
わ
め
て
泥
懇
な
関
係
に
あ
っ

た
。
「
榛
箕
」
一
耀
を
、
か
り
に
こ
の
親
知
に
贈
っ
た
と
し
て
、

少
し
も
お
か
し
く
は
な
い
。

3
、
冬
日

「
津
人
」
竹
山
中
井
子
慶
が
「
其
弟
」
履
軒
中
井
処
叔
に
贈
っ

た
作
。
履
軒
の
「
幽
情
賦
」
は
『
履
軒
古
風
』
巻
之
一
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。
本
書
の
確
か
な
成
立
年
代
は
不
明
だ
が
、
所
収
作
の

干
支
が
巻
を
逐
っ
て
い
る
の
で
、
大
凡
制
作
順
に
編
ま
れ
て
い
る

と
見
ら
れ
る
。
「
幽
情
賦
」
は
そ
の
排
列
か
ら
、
明
和
元
年
（
一
七

六
四
）
以
前
の
作
と
だ
け
ほ
推
定
で
き
る
。
一
方
、
こ
れ
も
逐
年
排

列
の
竹
山
手
稿
本
『
莫
陰
集
』
詩
部
巻
之
二
で
は
、
「
冬
日
」
は

宝
暦
十
―
―
一
年
(
-
英
―
―
-
)
作
の
範
囲
に
収
ま
っ
て
い
て
、
年
代
的
に

も
「
幽
情
賦
」
と
の
先
後
関
係
に
矛
盾
は
な
い
。
履
軒
は
壮
歳
、

す
で
に
幽
隠
の
志
を
い
だ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
履
軒
幽
人
、

独
坐
読
レ
書
、
思
方
濃
、
有
品
客
来
勧
―
―
其
仕
f

幽
人
仰
而
笑
、
俯

弗
レ
答
、
客
弗
レ
憚
、
援
レ
古
談
レ
今
、
問
レ
難
芳
午
、
幽
人
党
不
レ

有
レ
所
に
合
焉
、
援
レ
等
作
二
諧
情
賦
f

以
寓
レ
意
、
客
受
読
レ
焉
、
恰

然
若
レ
有
―
―
領
意
↓
盛
1

一
諸
懐
云
皿
云
」
と
、
そ
の
賦
詠
動
機
や
意
興

の
仕
ど
が
叙
べ
ら
れ
て
い
る
。

履
軒
は
明
和
一
二
年
（
一
主
会
）
冬
、
三
十
五
歳
の
時
、
好
学
の
菅

原
（
高
辻
）
胤
長
に
召
さ
れ
た
。
そ
し
て
兄
竹
山
の
「
弟
今
一
剣

一
書
笈
、
瓢
然
去
滸
公
卿
門
」
云
々
と
の
「
孤
雁
歌
」
に
送
ら



れ
、
賓
師
と
し
て
上
洛
す
る
が
、
在
京
一
年
で
翌
年
冬
に
は
帰
坂

し
て
い
る
。
そ
の
間
の
詞
藻
『
洛
洒
笑
嘆
』
は
、
履
軒
手
稿
の
懐

徳
堂
文
庫
本
と
別
に
、
や
は
り
自
筆
の
巻
子
本
四
巻
が
伊
丹
の
岡

田
氏
柿
衛
文
庫
（
財
団
法
人
に
改
組
）
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
同
家
五
代
前
の
祖
箸
斎
が
懐
徳
堂
の
門
人
だ
っ
た
こ
と
に
よ

る
。
わ
た
く
し
は
羽
倉
敬
尚
翁
の
肝
煎
り
で
催
さ
れ
た
懐
徳
堂
回

顧
展
（
昭
和
一
二
十
年
九
月
二
十
七
日
ー
十
月
二
日
、
於
阪
急
百
貨

店
、
主
催
日
本
短
冊
研
究
会
、
後
援
朝
日
新
聞
社
・
懐
徳
堂
記
念

会
）
で
、
は
じ
め
て
原
巻
目
賭
の
機
を
得
、
以
来
、
も
っ
ば
ら
俳

書
蒐
集
を
も
っ
て
鳴
る
柿
衛
文
庫
へ
の
認
識
を
新
た
に
し
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
「
幽
情
賦
」
は
、
高
辻
公
出
仕
の
四
年
ば
か
り

前
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

竹
山
が
こ
の
履
軒
の
賦
を
嘉
し
た
擬
古
詩
に
、
題
を
「
冬
日
」

と
与
え
た
の
は
、
「
幽
情
賦
」
が
「
春
日
遅
々
、
鳥
鳴
階
々
」
を

二
か
所
繰
り
返
し
て
い
る
の
に
対
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
齢
而
立
に

し
て
す
で
に
隠
退
を
志
向
し
、
屈
原
や
陶
淵
明
張
り
の
作
を
賦
し

た
弟
に
、
兄
は

譜
―
―
彼
冬
日
f

短
々
蕨
景
、
君
子
有
レ
憂
、
蕨
辞
維
長
、

彼
何
人
斯
、
錦
衣
狐
装
、
之
子
孔
寝
、
蕨
辞
維
富
、

乃
如
レ
之
人
分
、
可
1

一
与
晒
歌
f

誰
作
―
―
此
詩
f

兄
弟
匪
レ
佗
、

と
、
全
幅
の
共
鳴
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

懐

徳

風

雅

「
彼
何
人
斯
」
（
小
雅
、
節
南
山
之
什
）
・
「
錦
衣
狐
装
」
（
秦

風
、
終
南
）
・
「
乃
如
之
人
分
」
（
邸
風
、
日
月
）
・
「
可
与
晒
歌
」

（
陳
風
、
東
門
之
池
）
・
「
兄
弟
匪
佗
」
（
小
雅
、
甫
田
之
什
、
類

弁
）
は
、
い
ず
れ
も
『
詩
経
』
の
句
そ
の
も
の
で
あ
り
、
「
朦
彼

|
|
」
や
「
之
子
ー
ー
」
は
詩
の
慣
用
句
に
拠
っ
た
こ
と
、
も
と

よ
り
で
あ
る
。
ま
た
「
君
子
有
ー
」
も
詩
を
は
じ
め
、
多
く
経
書

に
見
ら
れ
る
成
句
で
あ
り
、
「
厭
ー
維
ー
」
は
『
書
経
』
風
の
措

辞
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
冬
日
」
―
―
―
章
、
章
四
句
こ
と
ご
と
く
詩
書

の
奪
胎
な
ら
ざ
る
は
な
い
。
兄
竹
山
は
わ
ざ
わ
ざ
擬
古
体
の
試
作

を
も
っ
て
、
弟
の
「
幽
情
賦
」
に
酬
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

竹
山
も
ま
た
、
明
和
九
年
（
安
永
元
年
、
一
菩
―
-
）
四
十
三
歳
の
四

月
、
師
礼
を
も
っ
て
遇
さ
れ
た
堀
田
出
羽
守
正
邦
に
陪
し
て
、
一

旦
江
戸
に
下
る
が
、
六
月
、
正
邦
の
死
を
も
っ
て
意
を
青
雲
に
断

ち
、
兄
弟
し
て
終
生
出
仕
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

4
、
鞠
之
華

「
津
人
」
竹
山
の
「
田
翁
」
寿
賀
の
作
。
『
莫
陰
略
稿
』
に
も

収
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
安
永
二
年
以
前
の
作
だ
が
、
竹
山
手
稿
本

『
奨
陰
集
』
に
は
見
え
な
い
の
で
、
制
作
年
代
が
確
定
で
き
ず
、

か
つ
贈
ら
れ
た
当
人
の
「
田
翁
」
も
誰
か
分
ら
な
い
。
1
や
5
.

7
.
8
の
よ
う
に
、
そ
の
国
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
お
な

じ
「
津
人
」
か
と
思
わ
れ
る
。
『
奨
陰
集
』
巻
之
五
「
山
田
翁
小



骸

徳

風

雅

伝
」
の
山
田
蘭
芝
（
高
麗
橋
筋
住
、
安
永
八
年
歿
、
九
十
一
）
、

巻
之
六
「
義
斎
先
生
六
十
寿
詩
序
」
の
篠
田
徳
安
（
飯
岡
義
斎
、

立
売
堀
南
裏
町
住
、
寛
政
元
年
歿
、
七
十
―
―
-
）
、
『
履
軒
古
風
』

巻
之
三
「
福
田
翁
寿
辞
井
序
」
の
福
田
某
（
塩
町
住
、
七
十
寿
）

な
ど
は
、
お
な
じ
在
津
の
長
寿
者
で
、
氏
に
田
字
を
帯
び
る
。
そ

の
他
、
摂
津
以
外
の
住
人
で
墓
誌
銘
を
撰
ん
だ
備
前
の
人
角
田
一

美
（
本
姓
寺
田
、
天
明
―
―
一
年
歿
、
七
十
三
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

遣
子
よ
り
示
さ
れ
た
行
実
で
は
じ
め
て
知
っ
た
人
物
と
て
、
こ
の

備
人
で
は
あ
る
ま
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
菊
寿
を
賀
せ
ら
れ

た
「
田
翁
」
は
「
我
聞
蕨
人
、
中
寿
維
百
」
と
詠
ま
れ
、
そ
の
限

り
で
は
さ
き
の
在
津
諸
老
も
、
と
も
に
該
当
し
な
い
。

5
、
阿
郊

こ
の
編
は
竹
山
手
稿
本
『
霙
陰
集
』
詩
部
巻
之
五
を
参
看
す
る

ま
で
も
な
く
、
年
代
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
阿
波
藩
大
坂
蔵
屋

敷
の
邸
吏
岡
田
武
雅
は
夫
婦
同
庚
で
あ
っ
た
。
次
男
の
南
山
岡
田

君
章
は
お
な
じ
く
邸
吏
を
つ
ぎ
、
片
山
北
海
の
詩
社
混
沌
社
に
も

加
わ
っ
て
、
竹
山
と
も
交
滸
が
あ
っ
た
。
竹
山
よ
り
十
二
歳
年
少

で
あ
っ
た
が
、
安
永
六
年
（
一
七
菩
）
両
親
の
還
暦
に
あ
た
り
、
中

春
二
月
十
四
日
、
蟹
島
の
酒
楼
で
寿
宴
を
催
し
た
。
こ
れ
は
、
そ

の
折
の
作
で
あ
る
。
竹
山
は
そ
の
二
章
「
彼
阿
之
岡
、
双
鳳
集

止
、
父
分
母
分
、
朋
寿
六
十
」
に
、
「
君
章
新
製
1

一
双
鳳
掛
軸
f

以

介
レ
寿
、
故
及
レ
之
」
と
自
注
し
て
い
る
。
安
永
六
年
、
「
津
人
疫

甫
」
四
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
戻
甫
即
子
慶
は
竹
山
の
字
で
あ
る
。

祝
宴
の
席
上
、
混
沌
社
友
の
葛
子
琴
は
五
言
排
律
を
詠
み
（
『
葛

子
琴
詩
抄
』
巻
之
四
）
、
細
合
張
庵
は
七
律
を
作
っ
て
（
『
小
郡
詩

艇
』
）
、
と
も
に
南
山
の
父
母
六
十
双
寿
を
賀
し
た
。

南
山
は
こ
の
年
秋
八
月
帰
国
の
命
を
受
け
、
冬
十
一
月
、
父
と

と
も
に
阿
波
徳
島
に
移
っ
た
。
竹
山
は
帰
郷
す
る
南
山
に
七
古
を

賦
し
て
贈
り
（
『
莫
陰
集
』
巻
之
一
）
、
曽
之
唯
、
細
合
張
庵
ら
も

七
律
を
作
り
（
『
曼
陀
羅
稿
』
『
小
郡
詩
甑
』
）
、
そ
れ
ぞ
れ
南
山

の
帰
阿
を
送
っ
て
い
る
。
ま
た
竹
山
は
ま
る
十
年
後
の
天
明
八
年

（
一
七
八
〈
）
、
「
賀
1

岡
君
璽
一
尊
七
十
双
寿
こ
七
絶
を
贈
っ
て
い

る
（
『
冥
陰
集
』
巻
之
四
）
。
と
も
あ
れ
、
「
阿
郊
」
は
安
永
六
年

の
作
と
て
、
安
永
二
年
編
の
『
莫
陰
略
稿
』
に
未
収
は
当
然
で
あ

っ
た
。
以
上
が
擬
風
編
で
、
次
は
擬
雅
編
に
移
る
。

6
、
洛
之
水

「
友
朋
」
と
い
い
「
其
友
尊
甫
」
と
い
う
の
は
、
友
人
中
村
両

峰
の
こ
と
で
あ
る
。
両
峰
、
名
は
有
則
、
字
は
君
葬
（
夷
）
、
長
二

郎
と
称
し
た
。
摂
津
住
吉
郡
平
野
郷
の
人
。
元
文
五
年
（
一
茜
0

)

の
誕
生
と
い
う
か
ら
、
竹
山
よ
り
十
歳
年
若
で
あ
る
。
二
上
山
を

仰
ぐ
と
こ
ろ
か
ら
、
両
峰
と
号
し
た
。
若
く
し
て
孤
と
な
り
、
姻

戚
金
崎
修
夫
に
簑
わ
れ
た
が
、
そ
の
宅
が
懐
徳
堂
に
近
か
っ
た
の



で
堂
に
学
び
、
の
ち
帷
を
京
に
下
ろ
し
た
。
履
軒
の
後
室
は
両
峰

の
妹
で
あ
る
。
天
明
二
年
（
一
七
〈
―
-
）
一
月
三
日
、
四
十
三
歳
で
歿

し
、
京
三
条
白
川
橋
東
、
仏
光
寺
廟
所
に
葬
ら
れ
た
。
竹
山
は
か

れ
の
た
め
に
「
祭
―
―
中
祁
君
夷
一
文
」
を
草
し
、
か
つ
そ
の
墓
誌
銘

も
撰
し
て
い
る
（
『
莫
陰
集
』
巻
之
九
）
。
墓
碑
は
今
に
恙
な
い
。

こ
の
祭
文
に
、
「
洛
邑
之
遊
既
卜
、
及
―
―
―
択
コ
居
於
仁
里
f

杜コ

絶
世
之
利
f

深
瞬
晦
而
不
レ
仕
」
と
あ
り
、
墓
誌
銘
に
は
「
弱
冠

得
レ
病
、
願
―
―
子
京
師
f

累
歳
而
疹
、
遂
家
焉
、
而
隠
居
講
授
、
清

苦
洛
約
、
括
如
也
」
と
あ
る
。
両
峰
の
上
洛
は
病
気
療
養
の
た
め

で
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
か
つ
そ
の
年
代
は
、
ほ
ぼ
明
和
二
、
三
年

（
一
七
査
！
六
）
の
交
と
思
わ
れ
る
。
「
送
1

一
君
葬
如
レ
洛
読
＞
書
」
七

絶
が
竹
山
手
稿
本
『
莫
陰
集
』
で
は
詩
部
巻
之
二
、
明
和
二
年
の

あ
た
り
に
見
出
だ
さ
れ
る
。
そ
し
て
本
編
「
洛
之
水
」
も
、
お
な

じ
巻
の
、
先
述
明
和
一
＿
一
年
冬
履
軒
上
洛
を
送
る
「
孤
廊
歌
」
の
次

に
収
め
て
あ
る
。
ま
た
、
竹
山
に
は
「
送
＝
ー
中
村
君
葬
之
二
江
都
―

序
」
な
る
大
作
が
あ
り
（
『
冥
陰
集
』
巻
之
六
）
、
な
か
に
「
今
弦

丙
戌
夏
四
月
、
君
夷
告
レ
別
、
如
1

1

江
都
こ
云
々
と
の
一
節
が
あ

る
。
丙
戌
は
明
和
三
年
で
あ
る
。
多
分
、
両
峰
は
上
洛
と
前
後
し

て
下
江
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。
と
に
か
く
、
「
洛
之
水
」
は
ほ
ぽ

明
和
二
、
三
年
頃
の
作
品
で
あ
ろ
う
。
竹
山
三
十
六
、
七
歳
、
両

峰
二
十
六
、
七
歳
の
時
分
で
あ
る
。

懐

徳

風

雅

両
峰
の
京
都
移
徒
に
は
、
何
か
と
友
人
大
村
子
図
（
永
全
、
彦

太
郎
）
が
斡
旋
し
た
よ
う
で
あ
る
。
両
峰
の
住
ま
い
は
三
条
柳
馬

場
西
北
、
堺
町
通
り
で
あ
っ
た
。
四
章
「
子
図
膚
敏
、
定
二
稗
甫

之
宅
f

在
1

一
楊
之
西
―
突
、
在
―
―
参
之
北
1

突
」
の
双
行
注
に
、
「
子

図
為
1

一
君
夷
工
ー
ニ
居
千
堺
街
f

在
1

一
楊
馬
場
西
参
条
阻
北
こ
と
あ

る
。
本
編
は
九
章
あ
り
、
竹
山
の
古
体
で
は
長
編
に
属
す
る
が
、

小
雅
に
擬
え
て
上
洛
行
を
送
っ
た
本
編
と
、
歿
後
の
祭
文
と
を
併

せ
誦
す
る
と
、
竹
山
の
友
誼
が
側
々
と
し
て
胸
奥
に
迫
る
。

7
、
龍
之
山

こ
れ
も
小
雅
に
擬
え
た
編
で
、
「
従
兄
播
人
任
甫
」
の
還
暦
を

寿
し
た
作
。
た
だ
し
、
竹
山
手
稿
本
『
冥
陰
集
』
文
部
巻
之
十
の

み
に
収
載
。
排
列
個
所
は
天
明
八
年
（
一
穴
八
）
の
辺
り
で
、
こ
の

年
、
竹
山
五
十
九
歳
。
幼
時
父
と
帰
郷
し
た
竹
山
が
、
故
郷
龍
野

で
「
竹
馬
漁
釣
之
遊
」
を
と
も
に
し
、
「
龍
之
山
分
、
即
年
嬉

戯
、
並
殿
並
馳
、
維
予
与
レ
が
」
の
想
い
出
を
持
つ
従
兄
で
、
当

年
六
十
歳
、
つ
ま
り
竹
山
に
長
ず
る
こ
と
一
、
二
歳
の
年
恰
好
の

者
は
誰
か
。
中
井
家
系
図
を
案
ず
る
に
、
竹
山
の
伯
父
広
之
（
父

忠
蔵
驚
庵
の
直
ぐ
上
の
兄
）
、
龍
野
藩
家
老
柳
生
広
次
の
嗣
と
な

り
、
享
保
十
三
年
（
一
芸
一
〈
）
次
子
を
儲
く
。
名
は
致
遠
、
字
は
子

任
、
軍
治
と
称
す
。
号
は
龍
山
。
竹
山
に
長
ず
る
こ
と
二
歳
。
延

一
年
（
一
茜
六
）
十
九
歳
で
藩
儒
藤
江
熊
陽
の
嗣
と
な
り
、
熊
陽

ニ
四



懐

徳

風

雅

の
女
婿
と
し
て
家
を
継
い
だ
。
「
任
甫
」
の
呼
称
も
、
そ
の
字

「
子
任
」
と
び
っ
た
り
適
う
。
さ
す
れ
ば
、
こ
の
藤
江
龍
山
こ

そ
、
「
其
従
兄
播
人
任
甫
六
十
」
の
条
件
を
す
べ
て
充
た
し
て
い

る。
藤
江
龍
山
、
安
永
中
は
奉
行
と
し
て
藩
政
に
参
じ
た
が
、
博
学

強
記
、
国
典
に
も
通
じ
、
剣
法
を
能
く
し
た
。
江
戸
詰
め
中
、
寛

政
十
年
（
一
七
九
〈
）
七
月
二
十
八
日
歿
し
た
。
七
十
一
歳
。
芝
西
久

保
神
谷
町
浄
土
真
宗
光
明
寺
に
葬
る
。
龍
野
小
宅
寺
山
に
も
分
骨

さ
れ
、
墓
碑
を
建
立
。
菰
碑
銘
は
股
野
玉
川
撰
。
「
龍
之
山
分
、

有
レ
竹
椅
々
」
と
詠
い
出
さ
れ
る
本
編
「
龍
之
山
」
は
、

1
の
「
揖

水
」
同
様
、
故
郷
龍
野
の
山
河
を
指
す
が
、
そ
の
雅
号
を
も
響
か

せ
た
詩
題
で
あ
る
こ
と
、
も
と
よ
り
で
あ
る
。
「
国
歩
孔
銀
、
君

子
有
―
―
徽
猷
一
」
は
そ
の
行
政
の
手
腕
を
、
「
君
子
既
者
、
旅
力
偕

々
」
は
そ
の
筋
骨
の
強
健
を
、
そ
れ
ぞ
れ
礼
贅
し
た
句
で
あ
る
。

制
作
年
代
よ
り
、
『
羹
陰
略
稿
』
に
未
収
な
の
は
当
然
で
あ
る
。

わ
た
く
し
は
、
龍
野
の
石
原
元
吉
頷
よ
り
藤
江
龍
山
夫
妻
の
碑
文

を
恵
与
さ
れ
た
。
翁
の
芳
情
を
鳴
謝
す
る
。

8
、

賀

隣

‘

大
雅
に
擬
し
た
作
。
題
名
は
備
後
国
尾
道
、
向
島
東
沖
合
い
に

浮
か
ぶ
加
島
（
賀
島
）
の
謂
い
で
あ
る
。
制
作
事
情
は
小
序
に
見

え
る
通
り
、
芸
州
侯
か
ら
こ
の
加
島
を
賜
わ
り
、
こ
こ
を
開
い
た

二
五

尾
道
の
素
封
家
泉
屋
松
本
氏
の
子
孫
か
ら
、
「
長
人
弥
叔
」
撰
の

祖
功
記
を
示
さ
れ
、
詩
を
徴
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
「
達
甫
祖
」

松
本
重
政
は
孝
義
を
嘉
賞
せ
ら
れ
、
寛
文
二
年
（
一
突
―
-
）
冬
、
ニ

代
藩
主
浅
野
光
晟
よ
り
こ
の
裸
島
を
下
賜
さ
れ
、
三
十
余
年
を
費

し
て
植
林
と
景
観
の
美
化
に
尽
く
し
た
。
元
禄
三
年
（
一
究
0
)

参

悶
交
替
の
帰
途
、
こ
の
島
に
立
ち
寄
っ
た
四
代
藩
主
浅
野
網
長

は
、
重
政
・
重
長
父
子
に
謁
見
を
許
し
、
開
墾
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ

て
時
服
を
賜
わ
っ
た
。
元
禄
九
年
（
一
究
六
）
二
月
、
重
政
は
松
本

家
の
栄
誉
を
長
え
に
子
孫
に
伝
え
る
碑
文
を
撰
し
、
同
年
秋
、
定

稿
を
石
に
勒
し
て
、
こ
の
賀
島
中
腹
に
建
て
た
。
石
碑
は
い
ま
も

老
樹
の
も
と
に
無
事
で
あ
る
。

四
代
の
孫
松
本
達
夫
は
文
雅
を
好
み
、
上
洛
し
て
古
義
堂
伊
籐

東
涯
に
就
き
、
郷
国
の
詩
人
菅
茶
山
を
は
じ
め
、
ひ
ろ
く
上
方
や

西
国
筋
の
文
人
と
交
滸
し
た
が
、
「
長
人
弥
叔
」
、
即
ち
長
州
藩

の
文
学
鶴
台
滝
弥
八
に
賀
島
の
詩
を
嘱
し
た
。
同
国
長
州
人
を
介

し
て
、
達
夫
よ
り
詠
賀
島
の
詩
を
頼
ま
れ
た
鶴
台
は
、
宝
暦
十
年

（一主〈
0

)

春
、
東
下
の
途
次
、
尾
道
の
達
夫
を
訪
れ
、
伴
わ
れ
て

親
し
く
賀
島
に
渡
り
、
つ
い
に
達
夫
の
祖
先
の
煎
功
と
島
の
美
景

を
写
し
た
一
文
を
撰
し
た
。
時
に
鶴
台
五
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
歿

後
、
安
永
七
年
（
一
七
七
〈
）
刊
行
の
『
鶴
台
先
生
遺
稿
』
巻
之
六
に

は
「
遊
賣
島
記
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
賀
を
駕
字
に
刻
し



明
和
壬
辰
人
日

青
蓮
院
法
親
王
侍
読
安
芸
平
賀
晋
人
識

賀
島
は
、
芸
州
藩
主
三
代
の
来
駕
が
あ
っ
た
ゆ
え
、
「
駕
島
」

の
称
も
容
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
は
「
嘉
島
」
で
も
あ
っ
た
。
と
も
に

修
辞
の
佳
文
字
で
あ
る
。
い
ま
竹
山
は
、
松
本
達
夫
か
ら
示
さ
れ

た
滝
鶴
台
の
撰
文
を
按
じ
、
こ
の
大
雅
に
擬
え
た
「
賀
躊
」
一
編

を
作
っ
た
。
そ
の
年
代
は
、
竹
山
手
稿
本
『
莫
陰
集
』
文
部
巻
之

嘉
島
記

賀
島
記

無
題
賀
島
真
景

無
題

て
あ
る
。
尾
道
市
立
図
書
館
所
蔵
の
『
賀
島
記
』
一
巻
に
は
、
鶴

台
自
筆
の
無
題
同
文
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
に
は
賀
字
を
用

い
る
。
こ
の
巻
は
一
―
1
0
・
1
―-x-―10
0
糎
で
、
他
に
伊
藤
東
所
、
江
村
北

海
、
平
賀
中
南
等
の
記
も
貼
り
収
め
ら
れ
て
い
る
。
わ
た
く
し
は

尾
道
御
出
身
の
島
居
三
青
先
生
の
高
配
で
、
樫
本
清
人
翁
撮
影
の

写
真
を
恵
ま
れ
た
。
排
列
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

賀
島
詩
巻
序
明
和
四
年
丁
亥
之
夏
六
月
望
日

平
安
伊
藤
善
詔
序

元
禄
九
年
丙
子
春
二
月
松
本
重
政

福
原
五
岳
画

宝
暦
庚
辰
春
―
―
一
月
長
藩
文
学
滝
長
憔
弥
八

明
和
四
年
丁
亥
秋北
海
江
祁
綬
君
錫
撰

懐

徳

風

雅

9
、
慶
長

擬
頌
の
編
で
あ
る
。
竹
山
が
「
土
佐
侯
藤
公
四
十
」
す
な
わ
ち

五
に
「
戊
子
正
月
」
と
あ
る
ゆ
え
、
明
和
五
年
（
一
七
六
〈
）
、
不
惑

前
一
歳
の
初
春
作
と
判
る
。
本
編
は
『
莫
陰
略
稿
』
で
す
で
に
九

章
の
形
に
整
え
ら
れ
て
い
る
が
、
は
じ
め
は
十
二
章
で
、
手
稿
本

所
収
形
は
「
三
章
章
十
二
句
、
五
章
章
十
旬
、
二
章
章
八
句
、
ニ

章
章
九
句
」
と
、
現
在
所
伝
の
形
よ
り
―
―
―
章
二
十
六
句
分
長
か
っ

た
。
の
ち
、
ま
ず
「
後
二
章
当
削
」
と
頭
欄
書
入
れ
に
あ
る
よ
う

に
、
自
ら
末
二
章
十
八
句
を
削
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
す
ぐ
前
の
一

章
八
句
を
も
除
い
て
、
い
ま
の
形
に
整
え
た
よ
う
で
あ
る
。
末
二

章
の
自
注
に
は
『
新
古
今
集
』
や
『
古
今
集
』
の
歌
が
万
葉
仮
名

表
記
で
引
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
や
は
り
竹
山
と
し
て
は
、
九
章

の、

既
作
1

一
好
歌
f

贈
1

一
彼
吉
士
f

何
以
申
レ
之
、
維
学
之
繰
熙
、

沫
与
レ
油
方
漠
々
突
、
方
レ
之
舟
レ
之
、
道
阻
且
遠
、
維
彼
哲

人
、
在
1

一
紫
之
陽
f

騰
1

一
我
後
生
f

倖
レ
不
レ
迷
―
―
子
方
f

で
打
ち
切
り
、
こ
れ
を
結
章
と
し
て
、
「
哲
人
指
1

一
朱
子
f

騰
開

明
也
」
と
、
自
家
学
統
を
踏
ま
え
た
自
注
を
添
え
る
に
如
く
は
な

い
。
手
稿
本
に
は
、
こ
の
あ
と
作
詩
の
参
考
に
し
た
鶴
台
の
撰
文

を
掲
げ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
滝
氏
遊
―
―
賀
島
一
記
」
と
呼
ん
で
い

る。

二
六



懐

徳

風

雅

土
州
藩
主
山
内
侯
の
四
十
賀
を
寿
し
得
た
機
会
は
、
生
涯
に
二
度

の
ぶ

あ
る
。
一
は
八
代
藩
主
山
内
豊
敷

(
H
O
九
ー
一
七
六
七
）
が
延
享
五
年

（
寛
延
元
年
、
一
茜
八
）
に
迎
え
た
四
十
賀
で
、
時
に
竹
山
十
九
歳

ち
か

に
当
た
る
。
そ
の
二
は
そ
の
嗣
子
九
代
豊
顎
（
一
芸
0

ー
一
七
公
）
の

そ
れ
で
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
が
そ
の
嘉
辰
に
あ
た
る
。
竹
山
六

十
歳
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
手
稿
本
『
霙
陰
集
』
を
幡
く
と
、
詩
部

巻
之
七
、
寛
政
元
年
の
位
置
に
こ
の
作
が
見
出
だ
さ
れ
、
制
作
事

情
は
は
っ
き
り
す
る
。
思
え
ば
前
者
未
冠
の
作
で
は
、
や
や
当
を

得
な
い
。
か
つ
安
永
二
年
に
成
っ
た
『
莫
陰
略
稿
』
に
は
、
ま
だ

収
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
納
得
で
き
る
。

豊
痛
は
父
豊
敷
の
朱
子
学
を
中
心
と
す
る
教
学
方
針
を
遵
守

し
、
好
学
、
藩
校
教
授
館
を
整
備
し
、
ま
た
藩
政
に
も
意
を
用
い

る
な
ど
、
中
興
の
令
主
と
称
さ
れ
た
が
、
四
十
歳
の
寛
政
元
年
五

月
、
江
戸
よ
り
帰
国
後
、
い
く
ば
く
も
な
く
病
い
に
罹
り
、
八
月

二
十
四
日
歿
し
た
。
遠
祖
山
内
一
豊
の
功
績
、
閲
歴
や
逸
事
を
詠

み
込
み
、
封
国
土
佐
の
名
産
を
も
あ
し
ら
っ
た
竹
山
の
賀
編
「
炭

長
」
を
納
め
て
、
わ
ず
か
数
か
月
、
そ
の
年
の
秋
に
は
世
を
去
っ

て
い
る
。
詩
の
注
疏
よ
り
勘
え
ら
れ
た
年
号
を
吉
語
題
に
、
編
ん

だ
頌
寿
の
作
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
却
っ
て
識
を
な
し
た
鎌
い

が
な
く
も
な
い
。
竹
山
が
山
内
侯
に
、
こ
の
四
十
賀
編
を
奉
る
に

い
た
っ
た
経
緯
は
、
ま
だ
未
調
査
で
あ
る
。

二
七

以
上
、
瞥
見
し
た
よ
う
に
、
竹
山
の
擬
古
四
言
詩
は
、
下
、
詩

余
に
及
ぽ
し
た
幅
広
い
詩
作
を
、
上
、
詩
源
に
遡
っ
て
の
編
と
言

う
べ
く
、
と
も
に
送
別
、
寿
賀
ま
た
は
祝
賀
の
挨
拶
と
し
て
作
ら

れ
て
い
る
。
従
っ
て
竹
山
の
作
詩
は
、
ど
こ
ま
で
も
近
体
五
七
律

絶
を
主
と
し
、
時
に
五
七
古
、
排
律
を
賦
し
な
が
ら
、
稀
に
社
交

の
古
体
四
言
や
詩
余
を
試
み
た
こ
と
に
な
る
。
『
詩
経
』
の
詩
に

擬
え
た
作
は
、
弟
の
履
軒
も
勿
論
作
っ
て
い
る
が
、
履
軒
の
場

合
、
「
中
唐
、
題
1

一
杜
子
美
之
真
一
也
、
四
章
三
章
章
四
句
一
章
六

句
」
と
か
、
「
嘩
花
、
頌
1

一
人
麻
呂
一
也
、
四
章
章
四
句
」
（
『
履
軒

古
風
』
巻
之
三
）
な
ど
と
い
う
、
和
漠
の
詩
聖
や
歌
聖
を
詠
ん
だ

作
の
あ
る
の
は
、
竹
山
の
そ
れ
と
や
や
趣
き
を
異
に
す
る
。
竹
山

は
格
別
親
泥
な
同
時
代
人
へ
の
儀
礼
と
し
て
、
填
詞
も
し
く
は
古

体
四
言
詩
と
い
う
風
雅
な
新
古
詩
形
に
託
し
、
祝
意
や
親
愛
の
情

を
賦
詠
献
呈
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
こ
れ
ら
風
変
り
な
韻
文

は
、
一
般
的
な
古
近
体
五
七
言
詩
よ
り
一
層
文
雅
か
つ
フ
ォ
ー
マ

ル
で
あ
る
と
の
、
作
者
の
好
尚
的
認
識
が
働
い
て
い
た
こ
と
は
確

か
で
あ
ろ
う
。

残
暑
去
り
や
ら
ぬ
九
月
初
旬
、
竹
山
手
稿
本
と
の
照
校
に
、
待

兼
山
の
懐
徳
堂
文
庫
を
ひ
さ
び
さ
に
訪
れ
た
わ
た
く
し
は
、
和
漠

四
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『
懐
徳
堂
考
」

懐
徳
堂
・
友
の
会
の
発
足
を
記
念
し
て
西
村
天
囚
の
名
著
『
懐
徳
堂
考
』
を
複
刻
い
た
し
ま
す
。
従
来
大
正
十
四
年
十
一
月
刊
行
の
重

印
本
（
菊
版
洋
装
本
一
冊
）
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
市
場
に
出
る
の
は
稀
で
あ
り
ま
し
た
が
今
回
そ
の
初
印
本
（
和
綴
二
冊
）

が
出
現
し
、
友
の
会
で
は
さ
っ
そ
く
に
そ
れ
を
購
入
し
、
同
体
裁
に
て
複
刻
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
初
印
本
は
明
治
四
十
三
年
二
月

よ
り
大
阪
朝
日
新
聞
に
「
懐
徳
堂
研
究
」
と
題
し
て
連
載
さ
れ
た
も
の
を
、
社
友
有
志
が
同
年
三
月
『
懐
徳
堂
考
』
と
題
し
上
巻
を
刊

行
、
翌
四
十
四
年
七
月
に
同
下
巻
を
私
に
印
行
し
た
も
の
で
、
そ
の
部
数
僅
か
に
上
巻
三
十
五
部
、
下
巻
七
十
五
部
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
存

在
す
ら
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
稀
書
で
あ
り
ま
す
。
一
部
を
一
般
に
頒
布
し
ま
す
の
で
至
急
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

『
懐
徳
堂
考
』
（
初
印
本
。
和
綴
上
下
二
冊
。
峡
入
。
付
録
（
重
印
本
口
絵
二
十
三
図
・
人
名
索
引
）
。

頒
価
四
千
五
百
円
（
送
料
別
三
百
円
）
。
＊
会
員
特
別
頒
価
―
―
一
千
六
百
円
（
送
料
別
三
百
円
）
。
友
の
会
事
務
局
扱
い
。

懐

徳

風

礁

初
印
本
の
複
刻
に
つ
い
て

（
癸
亥
白
露
）

（
関
西
大
学
教
授
）

書
目
録
掛
長
津
田
恭
司
氏
よ
り
、
懐
徳
堂
勤
仕
を
天
職
と
さ
れ
た

藤
塚
誠
二
翁
が
、
去
月
十
七
日
、
九
十
二
歳
で
永
眠
さ
れ
た
由
を

承
り
、
「
念
彼
碩
人
」
の
お
も
い
一
入
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
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